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常任委員会の審査報告
総務常任委員会

問 安達広域が処分する光ファイバーケーブルの延
長は、３市村に、それぞれ設置されている数量か。
答 ３市村に、それぞれ設置されている数量であり、
二本松市については二本松・安達間が約1,500ｍ、
二本松・岩代間が約5,300ｍ、東和・岩代間が約
8,000ｍなどの光ファイバーケーブルを引き受ける
ものである。
問 軽自動車の年数が経過すれば資産価値が下がる
が、あえて重課税にする根拠は。
答 国が進めているグリーン化税制により排出ガス
や燃費性能に優れた環境負荷の小さい自動車は税
を軽減しているものであるが、新車登録からある
程度の年数が経過すると、排出ガス等の性能が低
下するため、環境を考えた対応である。
問 災害時対応用４ＷＤ公用車を購入するにあたり、
現在ある公用車の処分等は考えているのか。

一般会計補正予算・税条例の一部改正等について
答　災害時の情報収集等のための機動力を確保する
ものであり、買い替えではなく増車を考えている。
問　公用車の購入にあたり、経費についてはリース
も検討した結果、購入となったのか。更に入札に
あたっては市内業者を考えているのか。

答　リースも検討した結果、購入となったものであ
る。入札については市内業者で対応したい。

市民産業常任委員会

問 線量低減化支援事業について、一度除染を行っ
たところでも0.23μSv/h以上あればこの事業の
対象となるのか。また、仮置き場が設置されてい
ないところは事業の対象外となるのか。また、各
地に設置されているモニタリングポストではわか
らないホットスポットをつかむため、一定のメッ
シュで自主的に地域内の線量を確認するための活
動をする場合にこの事業を活用できるか。
答 一度除染を行ったところでも0.23μSv/h以上あ
れば対象となる。仮置き場が設置されているとい
うことが条件となる。当事業は、住民団体等が自
主的に行う線量低減化活動に対し、必要な消耗品
を現物給付する事業であり、線量を確認するため
の活動については、現時点では活用はむずかしい
と考える。
問 農業用施設補助災害復旧事業について、積算基
準改定の部分での増額は、入札不調を回避する上
で有効な手段と考えてよいか。また、農業用施設
単独災害復旧事業について、農家から新たに申し
出があったものについて対応する考えはあるか。
答 被災３県に対する特別な措置が取られていると
いうことは、発注者側としては有効な手段である
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と考える。現在つかんでいる見込みの数字である
ため、今後調査し、修繕漏れのないようにしてい
きたい。予算が足りないということになれば、追
加補正措置も考えている。

問　国保の補正予算の歳出のうち、諸支出金の中の
償還金は毎年出てくるものなのか。また、今年な
くなる資産割がかかっていた世帯は何世帯ある
か。また、今回の税率改定で世帯主を入れて軽減
世帯にしたが、１人世帯は何世帯あるか。

答　償還金の内訳は、療養給付費等負担金の返還金、
療養給付費交付金の返還金、災害臨時特例補助金
の返還金などとなっており、給付費が急激に増加
しなければ毎年返還は生じてくる。資産割の対象
世帯は医療と支援金分で4,663世帯である。１人世
帯は６月５日現在で4,012世帯である。
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　６月16日に付託された各議案は、６月18日から20日にかけて、各常任委員会で詳細な審査が行われ、
最終日24日の本会議で、各常任委員長から審査の経過と結果が報告されました。
　各常任委員長から報告された審査の主な状況をお知らせします。

建設水道常任委員会

問 今回、安達、東和地域の一部の市営住宅が用途
廃止となるが、今後、どのように整備していくの
か。

答 今回用途廃止となる安達の南屋敷団地、東和の
鍛冶屋敷団地については、解体後、建て替えをせ
ず、土地については、行政財産から普通財産とす
る。また、さきに策定された市営住宅等長寿命化
計画では、安達地域の南屋敷、松葉団地は用途廃
止、天月堂、宮久保、二本柳、台、上払川団地合
わせて21戸は、今後、建替えを予定しており、東
和地域は、鍛冶屋敷、田中、大平団地は用途廃止、
佐勢ノ宮１と２、合戸、字町団地については、ト
イレの水洗化等維持管理を行いながら使用してい
く。

問 除雪対策費について、購入する除雪機24台は
どのように配備するのか。

一般会計補正予算・市営住宅設置条例等の一部改正について
答　小型除雪機は、本庁に３台、各支所それぞれ２
台、計６台、住民センターは各１台とし、二本松
住民センターには北小学校と南小学校があるので
２台、計15台、合わせて24台を配備する。

文教福祉常任委員会

問 老人福祉施設等整備事業で開設準備経費の補助
がされる特別養護老人ホームについて、開設時期
はいつを予定しているのか。
答 現在、岩代地域の杉内地内に建設が進められて
いる特別養護老人ホームについては、順調に工事
が進んでおり、本年10月に開設する予定である。

問 高齢者基金就業機会拡大事業の具体的な内容は。
答 本事業はシルバー人材センターに委託して実施
する事業である。内容としては、シルバー人材セ
ンターが、地域の求職者の中から営業経験等を有
する者１名を就業開拓専門員として雇用し、市内
の事業所等を訪問、就業ニーズの把握・分析を行
い新たな就業機会の確保を図るとともに、地域に
対して当センター事業を広報することで、高齢者
の入会促進を図ろうとするものである。
問 小中学校への除雪機の購入について、除雪機の
配備だけでなく、実際の大雪を想定した除雪手順

一般会計補正予算について
を確認しておくべきと考えるが、除雪機配備後の
各学校での除雪体制はどのようになっているのか。
答　各学校内の除雪については、各学校で対応する
こととなっている。そのため、除雪機を配備する
際、初動体制の確認をするよう各学校へ通知・指
導していきたい。
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